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図 2 一人あたりの緑茶消費量（リーフ茶と緑茶飲料） 
 
＜出典＞農林水産省 茶をめぐる事情（2012 年 7 月） 
 
現在、こうした現状を踏まえ、政府は日本茶の輸出促進に注力しており、「我が国農林水産物・食
品の総合的な輸出戦略」（輸出戦略）において、「茶」を含む 11 の主要品目、「緑茶」を含む 54 の
重点個別品目を設定し、その輸出重点国（地域）として、アメリカ、シンガポール、カナダ、ドイツ、フ
ランス、香港、中華人民共和国を設定しており、今後の世界的な日本茶の消費増加に対応しようと























































ついては、1987 年にハワイ州に飲料の製造販売を行う ITO EN(USA)INC.を設置し、中国にも
1994 年に茶葉の製造販売輸出を行う合弁会社「寧波舜伊茶業有限公司」を設立した。また、
2001 年には ITO EN(North America)を設立し、北米市場での茶葉・飲料製品の販売を開始し
た。近年は世界的な需要増加の背景もあり、2005 年には、豪州に ITOEN AUSTRALIA 
PRT.LIMITED を設立し、茶葉の供給体制を整えている。また、直近では、シンガポールに










新たな挑戦④オーストラリアなどでの生産機能強化をあげている。 [株式会社 伊藤園, 
2011.12]そして、現時点での海外事業の事業全体に占める割合は、売り上げベースで２％程







図 3 にもあるとおり、伊藤園の北米事業は着実に成長してきている。 
 
図  3 伊藤園の北米事業の売上高の推移 
 
＜出典＞伊藤園 HP より著者作成 










始まり、2000 年にニューヨークに市場調査を目的とした US リサーチオフィスを設立、翌 2001


































ている。伊藤園は、北米市場進出の 7 年前である 1994 年にオーストラリアのビクトリア州に、






















なお、Voice 活動は、伊藤園の行動指針の１つである“STILL NOW”から誕生したものである。 
 






















わらないと考えられる。 [大倉雄次郎, 2012] 
このルートセールスの成果は北米市場の開拓においても着実に表れている。例えば、シリ
コンバレーエリアに配属された角野マネジャーは、当該エリアでしかできない営業の実践とし
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